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未来を　見据えた町づくりを

自
　
主
　
財
　
源
（

５８．４％）

依
　
存
　
財
　
源
（
４

１．
６％
）

６9億 4，068 万5千円

一般会計

歳　入

監査委員の意見

　平成３０年度の一般会計歳入の決算状況は、総額６
９億４，０６９万円であり、前年度より１億１２０万

円増加しており、前年度対比１０１．４８％でありま
した。
　町税の収入済額は３４億４６８万円で、前年度対比
１０５．３５％で、本年度の町税収入は好調な税収を
確保することができ、加えて所管課の地道な努力によ
り現年分の収納率が９９．８１％と前年を更に上回る
高い徴収実績を維持し、健全な財政運営に大きく寄与
しています。歳出は総額６６億２，６７４万円で、前
年度より１億１，４３９万円増加している。限られた
財源のなかで、事業の選択と集中を行い、重点政策等
に多く予算配分する一方、不用額が昨年度比８３％に
圧縮されており、効率的な予算執行と財政運営ができ
ている。（決算審査意見書より抜粋）

一般会計 決算審査意見書
代表監査委員　藤間紀弘 監査委員　森田敏男

諸収入など
1 億 3,921 万 8 千円

地方譲与税
1 億 1,272 万 9 千円

繰越金
3 億 2,714 万円

繰入金
8,239 万 2 千円

分担金及び負担金
4,825 万 8 千円

使用料及び手数料
5,209 万 4 千円

地方消費税交付金
4 億 1,102 万 8 千円

諸収入など
1 億 3,921 万 8 千円

地方譲与税
1 億 1,272 万 9 千円

繰越金
3 億 2,714 万円

繰入金
8,239 万 2 千円

分担金及び負担金
4,825 万 8 千円

使用料及び手数料
5,209 万 4 千円

地方消費税交付金
4 億 1,102 万 8 千円

町税
34 億 467 万 5 千円

地方交付税
9 億 86 万 7 千円

県支出金
3 億 9,893 万 4 千円

国庫支出金
5 億 2,168 万 6 千円

町債
4 億 5,679 万 1 千円

自動車取得税交付金など
8,487 万 3 千円

町税
34 億 467 万 5 千円

地方交付税
9 億 86 万 7 千円

県支出金
3 億 9,893 万 4 千円

国庫支出金
5 億 2,168 万 6 千円

町債
4 億 5,679 万 1 千円

自動車取得税交付金など
8,487 万 3 千円

９月
定例会
９月４日～１８日
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６6億2，674万3千円

一般会計

歳　出

民生費 土木費総務費 衛生費

消防費 農林水産業費 議会費 その他

10 万４,２３０円 ４万８３４円 ３万 7,８６５円 4 万９５６円 ３万 2,６５７円

２万９,2４０円 ２万 5,７８６円 １万６６１円 １,1５２円４,８５４円

教育費

未来を　見据えた町づくりを
健全な財政運営の永続を

健全な財政運営で

公債費

その他
３億 3,648 万６千円

民生費
21 億 430 万 8 千円

消防費
5 億 2,060 万３千円

総務費
8 億 2,440 万 5 千円

教育費
7 億 6,444 万 9 千円

土木費
8 億 2,686 万 1 千円

衛生費
6 億 5,930 万 9 千円

公債費
5 億 9,032 万 2 千円

民生費
21 億 430 万 8 千円

消防費
5 億 2,060 万３千円

総務費
8 億 2,440 万 5 千円

教育費
7 億 6,444 万 9 千円

土木費
8 億 2,686 万 1 千円

衛生費
6 億 5,930 万 9 千円

公債費
5 億 9,032 万 2 千円

平成 29年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
平成 30年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

高齢者・障害者福祉、保育

所、児童手当に使いました。

庁舎管理や各種証明書発行

等に使いました。
道路、公園、橋等に使いま

した。

健康対策やごみ処理等に使

いました。

町の借金の返済に使いまし

た。

農林水産業費、議会費等が

含まれています。

消防・防災に使いました。

学校教育、生涯学習、スポー

ツ振興等に使いました。

歳入・歳出それぞれ千円未満を四捨五入としてるため、実際の額
と異なる場合があります。

※



27億3,423万5千円

25億4,991万8千円

監査委員の意見

　本年度の年間総配水量は約２７６万㎥で、毎期減少
し続け２６年度の８８％の水準にある。給水人口の減
少や節水器具の普及等により、全体としての配水量の
増加は考えられない。水道事業の採算性が確保されて
いない。
　昨年度作成された『川島町水道事業経営戦略』にお
いても基幹管路のダウンサイジングが検討されている
が、管路のみならず設備全体のダウンサイジングが必
要であろう。管路の耐震化の詳細な計画、設備全体の

ダウンサイジングと更新計画などが明確にされ、水道
事業の健全な持続可能性と採算性の確保が高まること
を期待したい。
　また、有収率については、本年度９６．９７％で、
前年度の９７．５２％と同様に良好な結果となり、地
道な漏水対策等が奏功した結果として大いに評価した
い。
　しかし内部事務の効率化が停滞している。カード利
用、スマホアプリの利用等による収納など、利用者の
利便性の向上も今後積極的に導入すべき課題である
が、口座振替の利用率を向上させ、収納業務そのもの
を省力化することは喫緊の課題である。また原価管理
を徹底し､水道事業の経営効率化に努力していただき
たい。（監査意見書より抜粋）

公営企業会計 決算審査意見書

代表監査委員　藤間紀弘
　　監査委員　森田敏男

3 つのポイントつのポイント
財政の

　予算のうち、どれくらいを
自前の税収で賄えているかを
表します。この指数が高いほ
ほど財政力が強いことを示し
ており、１に近いほど財政に
余裕があるとされています。

　人件費など毎年かかる固定
費の割合。数値が低いほど政
策的に使えるお金が多いこと
になります。

2

　一般会計が負担する借金返済
費用の割合。数値が高いほどほ
かの事業にあてる財源を圧迫す
ることになります。一般家庭に
例えると世帯収入に対するその
年のローン返済額の割合です。

3

特別会計・企業会計歳入歳出決算額
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳入

歳出

7,254万2千円

7,231万 0千円

学 校 給 食 費
特 別 会 計

歳入

歳出

4億4,193万7千円

3億9,932万5千円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳入

歳出

17億2,871万8千円

16億4,494万 0千円

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入

歳出

2億22万8千円

1億9,767万8千円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳入

歳出

4億5,481万4千円
4億3,617万 0千円

水 道 事 業 会 計
歳入

歳出

●収益的収支

4,152万6千円
1億8,336万 0千円

歳入

歳出

●資本的収支

財政力指数 0.775
1
（昨年度比 0.018 増・県平均 0.786） （昨年度比 2.5％増・県平均 93.9％） （昨年度比 0.6％増・県平均 4.8％）

86.9経常収支比率 ％ 4.6実質公債費比率 ％

一般会計の決算から見る
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更なる町のＰＲに向けて

臨時職員が会計年度任用職員
となるが、一般職の地方公務
員となるのか。

一般職の地方公務員となりま
す。フルタイム職員には給料、
パートタイム職員には報酬を
支給し、どちらも各種手当、
期末手当及び交通費が支給さ
れます。

問

答

都市計画法第34条11号の区
域指定の説明会があり、新た
に建物が建てやすくなる期待
感があるが周知の方法は。

説明会などの意見を基に最終
案を作成し、関係法令に基づ
く手続き終了後、ホームペー
ジや広報等で周知します。

問

答

地震洪水ハザードマップ及び
避難計画はどのようになって
いるのか。

県の市野川水系浸水想定図が
来年度に公表予定ですので、
国のものと併せ、今年度と来
年度の 2 か年で避難計画も含
め作成して参ります。

問

答

会計年度任用職員 都市計画法に基づく指定基準改正 地震洪水ハザードマップ

アライグマ等が大部増えてい
るが推移は。またニホンジカ
の状況は。

アライグマの捕獲状況は、平
成27年度98頭、28年度200
頭、29年度146頭、30 年度
220頭、今年度は現在160頭
です。鹿は、直近の 8月は 4
頭の目撃情報があります。

問

答

ふるさと納税寄付金をクラウ
ドファンディングの方法で募
るとあるが、どのようなのか。

使途をきちんと提示した中で、
ご支援をいただくものと認識
しています。協賛していただ
けるような使い道を提示し寄
付に繋げて参ります。

飯島 3 号と飯島 6 号の雨水幹
線工事は、2 本とも伊草地区
であり、経費を合算し工事費
を削減する対象にならないか。

工事箇所は、直線距離でも
1.5㎞以上離れ、また国道に
より分断されています。延長
も長い大規模な工事であり、
品質を確保するため、別工事
としました。

問

答

問

答

アライグマ等の状況 ふるさと納税寄付金 工事請負契約

　
今
年
７
月
、
委
員
会
視
察
研
修
で
兵

庫
県
の
福
崎
町
、
稲
美
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
人
口
減
少
の
中
、
埋
没
し
な
い
よ

う
町
民
参
加
・
住
民
協
働
で
町
を
活
性

化
し
よ
う
と
地
域
・
団
体
等
の
自
主
的

な
活
動
支
援
、
ま
た
農
業
の
６
次
産
業

化
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

我
が
町
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り

参
考
に
な
り
ま
し
た

総務経済建設常任委員会
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中山小学校5年生　外国語活動の視察

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
中
山

小
学
校
５
年
１
組
の
外
国
語
活
動
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
５
、
６
年
生
は
週
２
時
間
、
３
、

４
年
生
は
週
１
時
間
の
英
語
の
時
間
が

あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
担
任
、
外
国
語
支
援
員
な

ど
４
人
の
先
生
方
と
、
月
～
日
曜
日
の

読
み
方
や
簡
単
な
英
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

組合解散の場合の町の対応は。

10 年間使用できるように数
年をかけて、施設の大規模改
修をしていきたい。その間に
他の市町村などの情報を集め
研究していきます。

問

答

保育無償化による保育園の影
響は。

保育料は全て無償になります
が副食費は対象外です。また、
在宅保育については、国から
の支援は示されてません。

問

答

つばさ北・つばさ南小学校に
タブレットの導入の考えは。

来年度からプログラミング教
育が必修になるので、全ての
小学校にタブレットを整備し
ていきます。

問

答

埼玉中部資源循環組合 保育無償化 プログラミング教育

環境センターの維持管理にか
かる総額と年額を出してほし
い。

今年度につきましては約１億
９千万円の予算を計上してま
す。大規模改修を行う年度に
ついては、約３～４億円かか
る見込みです。

問

答

アレルギーを持つ児童への対
応や現状は。

事前にアレルギー物質を含ん
でいる内容の献立を通知し、
お弁当の持参を許可してます。
また、エピペン  　の使用等の
重篤な症状や事故は起こって
おりません。

子どもの遊び場整備事業補助
金で整備した児童遊園地は。

伊草の中廓地区で２か所と安
塚地区、小見野の友二地区の
計４か所を整備しました。主
な内容は遊具の塗装のやり直
しや、砂場の撤去、柵の修繕
です。

問

答

問

答

環境センターの管理費 食物アレルギーへの対策 児童遊園地の整備

※１

※１…エピペンとは「ハチ刺傷」「食物アレルギー」などによるアナフィラキーに対する医薬品です。
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ９月１３日、１７日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

道
祖
土  

証
　
議
員

渋
谷
　
幸
司
　
議
員

柴
田
　
一
典
　
議
員

矢
内
　
秀
憲
　
議
員

矢
内
　
秀
憲
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

加
藤
　
進
　
議
員

加
藤
　
進
　
議
員

道
祖
土  

証
　
議
員

粕
谷
　
克
己
　
議
員

粕
谷
　
克
己
　
議
員

渋
谷
　
幸
司
　
議
員

柴
田
　
一
典
　
議
員

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

（
福
祉
総
合
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
）

問　

福
祉
総
合
相
談
窓
口
が
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
約
半
年
近

く
経
ち
ま
す
が
、
相
談
人
数
は
。

答　

本
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
で

３
８
１
名
で
す
。
９
割
が
電
話
に
よ

る
も
の
で
、
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る

相
談
が
一
番
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

相
談
内
容
に
よ
り
、
適
切
な
部

署
へ
つ
な
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答　

専
門
機
関
へ
の
情
報
提
供
だ
け

で
な
く
、
共
同
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

問　

最
近
で
は
、
親
が
80
代
、
ひ
き

こ
も
り
の
子
供
が
50
代
で
生
活
困
窮

に
お
ち
い
る
「
８
０
５
０
問
題
」
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り

の
当
事
者
は
な
か
な
か
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出

せ
ず
に
孤
立
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
行
政
側
が
積
極
的
に
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
の
考

え
は
。

答　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
民
生
委

員
か
ら
情
報
を
受
け
、
社
協
、
健
康

福
祉
課
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
か
ら
の
情
報
が
入

り
や
す
い
体
制
も
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
ま
す
。　
　

（
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
）

問　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺

等
の
特
殊
詐
欺
の
撃
退
方
法
は
、
電

話
に
出
な
い
こ
と
が
有
効
だ
そ
う
で

す
が
、
町
と
し
て
の
対
策
は
。

答　

町
民
か
ら
東
松
山
警
察
へ
の
通

報
は
、
平
成
30
年
度
は
１
５
８
件
あ

り
ま
し
た
。
町
で
は
、か
わ
べ
え
メ
ー

ル
、
チ
ラ
シ
、Ｈ
Ｐ
等
で
注
意
喚
起

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
東
松
山
警

察
と
連
携
し
て
、
特
殊
詐
欺
対
策
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

福
祉
総
合
相
談
窓
口
の

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

専
門
機
関
と
社
協
の
共
同
で

　
　
　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す
。

１ 

福
祉
総
合
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て

２ 

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

１ 

防
災
行
政
に
つ
い
て

２ 

地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て

１ 

水
害
対
策
に
つ
い
て

２ 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

１ 

地
域
で
一
部
管
理
し
て
い
る
用
排
水
路
等
の
整

　

 

備
に
つ
い
て

２ 

中
学
校
に
お
け
る
外
部
指
導
者
の
充
実
に
つ
い
て

１ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

２ 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

３ 

水
道
水
の
低
圧
対
策
等
に
つ
い
て

１ 

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

２ 

体
育
館
の
冷
房
化
に
つ
い
て

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

１ 

町
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

２ 

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

３ 

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

新
井
　
悦
子
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

１ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
普
及
拡
大
で
安
心
・
安
全
の

　

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

２ 

防
災
対
策
に
つ
い
て

１ 

平
沼
中
老
袋
線
の
拡
張
に
つ
い
て

２ 

堤
防
や
道
路
肩
の
草
刈
り
に
つ
い
て

３ 

幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
川
島
町
へ

　

 

の
影
響
に
つ
い
て

１ 

当
町
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

　
 

つ
い
て

２ 
県
道
日
高
川
島
線
と
そ
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

福祉総合相談窓口
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いっぱん質問

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入

補
助
は
。

自
主
防
災
組
織
で
購
入
し
て

下
さ
い
。

ライフジャケットは
自主防災組織で購入が可能

問　

九
州
地
方
で
梅
雨
前
線
の
停
滞

に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
が
降
り
死
者

も
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
の
水
害

に
対
す
る
考
え
と
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
。

①
今
年
改
訂
予
定
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
避
難
計
画
作
成
事
業
の
進
捗
状

況
②
避
難
時
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

に
つ
い
て

答　

九
州
で
は
記
録
的
な
大
雨
で
、

各
地
域
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
減
災
対
策
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
・
避
難
計
画
作
成
が
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
間
に
も
、
出
来
る
こ
と

を
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
災
害
時

に
は
自
主
防
災
組
織
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
命
を
守

る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
情
報
発
信
に

努
め
、
ま
ず
は
、
町
外
へ
の
避
難
行

動
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
は
、
県

の
市
野
川
水
系
浸
水
予
想
の
公
表
が

遅
れ
て
い
る
た
め
に
、
避
難
計
画
作

成
事
業
と
共
に
来
年
度
に
な
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
購
入
は
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
補
助
額
上
限
が
５
千
円

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度
か

ら
は
見
直
し
て
補
助
を
し
て
い
き
ま

す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入
補

助
は
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
を

活
用
し
て
地
域
で
用
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
・

貧
困
対
策
な
ど
と
し
て
、
学
校
給
食

費
を
完
全
無
償
化
や
一
部
補
助
を
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
給
食

費
の
無
償
化
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答　

給
食
費
の
無
償
化
や
補
助
に
つ

い
て
は
、
町
の
財
政
状
況
や
受
益
者

負
担
の
原
則
か
ら
実
施
は
難
し
い
。

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
て
、
教
育
で

選
ば
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

当
町
に
設
け
ら
れ
て
い
る
埼
玉

県
中
央
防
災
基
地
は
、
主
に
物
資
の

集
配
設
備
で
あ
り
ま
す
。
８
年
前
の

東
日
本
大
震
災
の
と
き
の
宮
城
県
の

Ｈ
Ｐ
で
は
「
全
国
か
ら
消
防
や
警
察
、

自
衛
隊
が
基
地
に
集
ま
っ
た
が
、
滞

在
で
き
る
拠
点
が
十
分
で
は
な
く
、

迅
速
に
人
員
を
投
入
で
き
な
か
っ

た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
我
が
埼
玉
県

や
川
島
町
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
に
な
っ
た
時

や
被
災
地
へ
の
支
援
に
出
発
す
る
時

に
援
助
隊
員
が
集
ま
る
場
所
（
進
出

拠
点
）
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

で
は
、
有
事
の
際
に
は
不
十
分
で
す
。

そ
こ
で
、
中
央
防
災
基
地
に
、
こ
の

進
出
拠
点
の
必
要
性
の
考
え
は
。

答　

現
在
は
、
備
蓄
倉
庫
と
し
て
の

機
能
で
あ
り
、
現
状
で
は
、
今
の
施

設
自
体
も
、
人
が
集
ま
っ
て
滞
在
で

き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
埼
玉
県
内
最
大
級
の
防
災

基
地
の
あ
る
所
在
町
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
中
央
防
災
基
地
に
進

出
拠
点
を
備
え
る
こ
と
が
可
能
か
協

議
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

先
日
の
９
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た

「
町
防
災
訓
練
」
は
有
意
義
で
し
た
が
、

小
・
中
学
生
の
参
加
も
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。
実
は
、
８
月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
「
子
ど
も
防
災
キ
ャ

ン
プ
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
中
学

生
は
特
に
、
地
域
や
防
災
に
意
識
を

持
ち
始
め
る
年
齢
で
す
。
次
か
ら
は

是
非
と
も
参
加
の
機
会
を

答　

小
・
中
学
生
の
防
災
意
識
向
上

は
大
変
に
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
防
災
訓
練
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
・
中
学
生
の
訓
練
種

目
を
含
め
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
防
災
基
地
に
援
助
隊
の
進
出

拠
点
追
加
を
。

県
と
協
議
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

中央防災基地に新たな機能追加が
望まれます。

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司

や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲
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問　

近
年
、
生
徒
や
先
生
の
減
少
か

ら
部
活
動
の
数
の
減
少
と
未
経
験
者

に
よ
る
顧
問
の
先
生
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
の
も
と
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
ク
ラ
ブ
の
種
目
で
さ
え
、
中

学
校
で
選
択
で
き
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
学
校
で
働
く
教
職
員

の
一
日
の
平
均
勤
務
時
間
は
11
時
間

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
に
は
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関

と
指
導
者
派
遣
の
連
携
を
図
っ
た
り
、

現
在
の
外
部
指
導
者
の
報
酬
、
交
通

費
込
１
５
０
０
円
を
改
善
す
る
な
ど
、

早
急
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
。

答　

大
学
な
ど
と
連
携
を
図
る
こ
と

は
、
大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
り
ま
す

の
で
、
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す

外
部
指
導
者
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

課
題
が
あ
る
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
活
数
を
す
ぐ
に
増
や
す
の

は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
指
導
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

用
排
水
路
の
藻
刈
り
な
ど
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
内
51
の

地
域
で
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、

防
犯
や
防
災
な
ど
の
面
か
ら
も
有
意

義
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
川
に
入
っ

て
の
作
業
な
ど
は
厳
し
く
、
継
続
す

る
の
が
難
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
管
理
し
や
す
い

三
面
柵
渠
等
の
整
備
を
優
先
的
に
対

応
で
き
な
い
か
。

答　

計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
政
産
業
課
と
連
携
を
図
り
、

多
面
的
機
能
交
付
金
の
活
用
等
地
域

の
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
な
方
法
を

早
急
に
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

望まれる中学校における
外部指導者の充実

外
部
指
導
者
を
含
む
中
学
校
の

部
活
動
の
充
実
を
。

問　

温
水
プ
ー
ル
の
設
置
や
ド
ー
ム

球
場
の
建
設
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

充
実
の
考
え
は
。

答　

可
能
で
あ
れ
ば
、
他
市
町
村
、

住
民
に
も
誇
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

是
非
と
も
実
現
し
た
い
が
、
近
年
の

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
社

会
現
象
の
変
化
や
町
の
と
り
ま
く
環

境
、
施
設
の
整
備
費
、
維
持
管
理
費

な
ど
を
考
慮
す
る
と
大
変
厳
し
い
。

問　

鹿
嶋
市
で
は
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
指
定
管
理
を
受
け

学
校
の
授
業
に
専
門
指
導
者
が
技
術

指
導
し
先
生
は
児
童
生
徒
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
た
。
先
生
に
と
っ
て
も

良
い
し
、
１
年
中
使
用
で
き
る
の
で
、

費
用
対
効
果
を
考
え
た
時
に
温
水

プ
ー
ル
の
建
設
を
す
べ
き
と
鹿
嶋
市

の
教
育
委
員
会
の
方
も
言
っ
て
い
た

が
。

答　

近
隣
に
公
共
の
温
水
プ
ー
ル
や

民
間
の
施
設
が
あ
る
本
町
と
、
鹿
嶋

市
で
は
周
辺
の
状
況
も
若
干
違
い
ま

す
。

問　

平
成
の
森
公
園
多
目
的
広
場
の

人
工
芝
と
全
天
候
性
ト
ラ
ッ
ク
整
備

の
考
え
は
。

答　

平
成
の
森
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
検
討
に
合
わ
せ
て
研
究
し
ま
す
。

問　

鈴
木
聞
多
氏
、
宇
津
木
妙
子
氏

の
今
後
の
町
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
郷

土
の
先
達
に
つ
い
て
、
学
校
の
教
育

活
動
な
ど
で
計
画
的
に
取
り
上
げ
て

い
く
よ
う
検
討
し
ま
す
。

問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
時
期
は
。

答　

来
年
３
月
の
設
立
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
充
実
目
的
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
考
え
は
。

答　

財
源
を
税
収
だ
け
で
な
く
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
利
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

設置が望まれる温水プール

全
天
候
性
ト
ラ
ッ
ク
整
備
の
考
え
は
。

平
成
の
森
公
園

　
　

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
検
討
！

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証

し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

大
学
等
と
の
連
携
や
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
中
で
。

せ
ん 

だ
つ
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いっぱん質問

待
機
児
童
ゼ
ロ
は

継
続
で
き
る
か
。

継
続
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

草木が繁茂して走行しづらい道（樋詰周辺）

問　

平
沼
・
中
老
袋
線
の
拡
幅
は
。

答　

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
及
び
県

道
を
管
轄
し
て
い
る
埼
玉
県
に
拡
幅

の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

平
沼
・
中
老
袋
線
線
南
側
水
路

の
改
修
は
。

答　

平
成
30
年
度
出
丸
地
区
各
区
長

よ
り
要
望
を
受
け
、
東
松
山
県
土
整

備
事
務
所
に
地
域
の
要
望
書
と
し
て

提
出
し
て
お
り
ま
す
。
雑
草
の
繁
茂

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
と
も
連
携
し

て
安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
の
維
持

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

堤
防
や
道
路
肩
の
草
刈
り
に
つ

い
て
農
家
に
委
託
し
て
の
実
施
は
出

来
な
い
の
か
。

答　

他
の
市
町
村
等
で
は
農
家
に
委

託
し
て
い
る
事
例
は
な
い
が
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

多
面
的
機
能
交
付
金
事
業
で
の
、

実
施
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

地
域
で
活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
、

農
地
に
隣
接
し
て
い
る
農
道
や
水
路

の
草
刈
り
は
で
き
ま
す
。

問　

待
機
児
童
ゼ
ロ
は
町
の
重
要
施

策
で
す
が
、
継
続
で
き
る
の
か
。

答　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
内
の

民
間
施
設
あ
る
い
は
町
外
の
私
立
保

育
園
、
町
内
の
私
立
幼
稚
園
等
の
調

整
を
し
っ
か
り
行
っ
て
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
に
向
け
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

※

詳
細
は
、
川
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
動
画
配
信
を
閲
覧
し
て
下
さ

い
。

問　

農
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
電

気
柵
設
置
費
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答　

Ｊ
Ａ
の
被
害
防
止
対
策
促
進
助

成
制
度
の
活
用
に
向
け
た
周
知
を
図

り
ま
す
。
町
の
助
成
制
度
は
近
隣
市

町
村
の
状
況
を
確
認
し
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

国
の
荒
川
太
郎
右
衛
門
地
区
自

然
再
生
事
業
が
進
む
な
か
堤
外
地
の

荒
廃
地
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
も
働
き
か
け
営
農
環
境
の
保
全

が
で
き
な
い
か
。

答　

有
害
鳥
獣
の
繁
殖
も
危
惧
さ
れ
、

営
農
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
適

切
な
維
持
管
理
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
国
に
も
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問　

人
口
減
少
対
策
の
検
証
と
実
効

性
あ
る
施
策
展
開
は
。

答　

次
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
効
果

検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

移
住
人
口
を
確
保
す
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
助
成
制
度
を

設
け
る
自
治
体
も
多
い
が
取
組
む
考

え
は
あ
る
の
か
。

答　

移
住
促
進
に
結
び
つ
け
る
た
め
助

成
制
度
を
設
け
る
事
例
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
今
後
課
題
を
整
理
し
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

問　

口
径
13
ミ
リ
の
水
道
管
が
布
設

さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
低
圧
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

民
地
に
布
設
さ
れ
た
給
水
管
の

解
消
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

町
内
全
域
で
配
水
量
と
水
圧
等
を
確

認
す
る
調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果

を
踏
ま
え
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
農
業
被
害
対
策
は
。

補
正
予
算
を
計
上
し
、
捕
獲
に

向
け
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ニホンジカによる農作物被害が増え
対策が必要になっている（白山沼付近） やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

と うか すすむと うか すすむ

加 藤　　　　　進加 藤　　　　　進
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問　

町
の
事
業
計
画
は
、
今
現
在
で

何
本
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

全
部
で
47
で
す
。
川
島
町
総
合

振
興
計
画
を
最
上
位
計
画
と
し
、
法

律
に
よ
る
計
画
と
任
意
で
策
定
す
る

計
画
が
あ
り
、
各
担
当
課
は
計
画
に

基
づ
い
て
事
業
を
実
施
し
、
進
行
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

町
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
は

答　

平
成
28
年
８
月
に
策
定
さ
れ
た

公
共
施
設
等
管
理
計
画
で
は
平
成
28

年
か
ら
令
和
37
年
度
ま
で
の
40
年
間

で
延
床
面
積
30
％
を
削
減
す
る
計
画

で
す
。

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
個
別
施

設
計
画
を
策
定
し
一
元
的
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

広
告
と
、
お
役
に
立
ち
ま
し
た
か
の

問
い
合
わ
せ
状
況
は
。

答　

バ
ナ
ー
広
告
は
６
件
で
昨
年
度

の
収
入
は
12
万
円
で
す
。
又
、
平
成

29
年
度
は
月
平
均
で
２
万
６
千
ア
ク

セ
ス
、
平
成
30
は
約
２
万
９
千
ア
ク

セ
ス
、
今
年
は
約
３
万
４
千
ア
ク
セ

ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
バ
ナ
ー

広
告
収
入
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

つ
ば
さ
北
小
学
校
の
東
通
路
の
拡
幅

歩
道
整
備
、
待
避
場
所
の
拡
張
の
予

定
は
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
。

答　

車
輌
同
士
の
す
れ
違
い
も
難
し

い
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
に
物
件

補
償
及
び
用
地
買
収
し
今
年
８
月
に

入
札
を
し
今
年
度
内
に
工
事
完
了
予

定
で
す
。

学
校
側
待
避
場
所
を
広
く
と
り
、
児

童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
学
校
側

と
よ
く
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

登
下
校
は
毎
日
の
こ
と
で
す
の
で
児

童
の
安
全
を
第
一
に
バ
ス
事
業
者
と

情
報
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
。

一
元
的
管
理
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

市
街
化
区
域
は
、
街
路
整
備
、

都
市
環
境
整
備
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
狭

い
道
路
、
未
整
備
の
排
水
路
等
も
多

く
課
題
が
あ
り
、
定
住
促
進
・
転
入

促
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
整
備
充
実

が
一
層
必
要
で
す
。
予
算
の
厳
し
い

状
況
の
中
、
市
街
化
区
域
の
整
備
だ

け
に
使
う
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

答　

新
た
な
財
源
の
確
保
と
い
う
観

点
の
議
論
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

受
益
者
負
担
の
公
平
性
な
ど
多
角
的

に
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

問　

下
水
道
事
業
会
計
に
、
毎
年
一

般
会
計
か
ら
２
億
円
を
超
え
る
金
額

を
支
出
し
て
い
る
。
使
用
料
も
少
子

高
齢
化
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。

区
域
内
の
人
口
増
加
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

下
水
道
事
業
系
の
課
題
と
し
て

受
け
止
め
、
経
営
戦
略
を
策
定
し
経

営
改
善
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
下
水

道
事
業
を
含
め
、
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
は
地
域
特
性
、
必
要
性
等
含
め

多
角
的
に
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

問　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
近

年
猛
暑
が
続
き
、
体
育
館
で
の
子
ど

も
達
の
授
業
、
ま
た
公
民
館
主
催
の

球
技
大
会
等
、
大
変
な
暑
さ
の
中

行
っ
て
い
る
。
ま
た
体
育
館
は
災
害

時
の
避
難
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
、
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
冷

房
化
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

近
年
の
猛
暑
に
よ
る
学
校
運
営

へ
の
影
響
や
、
体
育
館
が
災
害
対
策

等
の
重
要
な
拠
点
及
び
避
難
所
機
能

の
充
実
と
い
う
点
か
ら
、
前
向
き
の

方
向
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

冷房化が望まれる体育館

どうする八幡汚水処理場

体
育
館
の
冷
房
化
は
。

前
向
き
の
方
向
で
、
考
え
て

い
き
た
い
。

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治
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いっぱん質問

誰一人もとり残さない障がい者のための
ハンドブック

問　

防
災
対
策
で
、
ハ
ン
デ
ィ
が
あ

る
方
々
が
見
て
分
か
り
易
い
、
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
。

答　

取
手
市
や
久
喜
市
が
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
る

の
で
、
参
考
に
し
な
が
ら
、
関
係
団

体
と
早
急
に
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

問　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
災
害

時
パ
ソ
コ
ン
一
つ
で
立
ち
上
げ
ら
れ
、

即
急
に
罹
災
証
明
書
等
発
行
で
き
ま

す
。
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
被

災
者
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
復

旧
・
復
興
作
業
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど

シ
ス
テ
ム
上
の
課
題
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

災
害
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
を

入
れ
る
こ
と
は
。　

答　

倉
庫
備
蓄
品
の
た
め
、
高
温
備

蓄
が
可
能
か
ど
う
か
調
査
し
ま
す
。

問　

家
族
と
し
て
の
ペ
ッ
ト
が
避
難

す
る
場
合
の
対
応
は
。

答　

避
難
所
に
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

の
備
蓄
品
と
飼
育
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

考
え
ま
す
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
と
24
間
体
制

や
救
命
講
習
会
の
取
り
組
み
は
。

答　

町
で
は
、
28
台
管
理
し
て
お
り
、

消
防
署
等
の
施
設
に
６
カ
所
設
置
。

24
時
間
体
制
は
役
場
と
消
防
署
の
２

か
所
で
す
。

普
通
救
命
講
習
会
で
す
が
、
町
主
催

の
講
習
会
は
年
一
回
、
川
越
地
区
消

防
組
合
で
は
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
設
置
や
コ
ン
ビ

ニ
設
置
の
考
え
は
。

答　

更
新
時
期
に
合
わ
せ
検
討
し
ま

す
。

障
が
い
者
の
た
め
の

　
　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
。

関
係
団
体
と
早
急
に

　
　
　
　

意
見
交
換
し
ま
す
。

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

所
管
事
務
調
査
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
次
号
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

日　
　

程　

令
和
元
年
11
月
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）

視
察
場
所　
（
１
）
場
所
／
群
馬
県
吉
岡
町

　
　
　
　
　
　
　

 

日
時
／
11
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
（
２
）
場
所
／
栃
木
県
益
子
町

　
　
　
　
　
　
　

 

日
時
／
11
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
～

視
察
内
容　

・
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
こ
ど
も
議
会
に
つ
い
て

り　

さ
い

群馬県

吉岡町

栃木県

吉岡町の概要
（2019 年 9 月 1 日現在）

人　口

面　積

世帯数

２１,５８５人

２０.４６㎢

８,１１６戸

益子町の概要
（2019 年 9 月 1 日現在）

人　口

面　積

世帯数

２２,１５０人

８９.４０㎢

７,８９４戸

益子町
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令
和
元
年
６
月
28
日
に
川
越
地
区
消
防
組
合
議

会
が
午
後
１
時
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
越
地
区
消
防
組
合
議
長
に
桐
野
忠
議
員
、
副

議
長
に
菊
地
敏
昭
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

議
案
第
６
号　

川
越
地
区
消
防
組
合
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
事
に
つ
い
て
。

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
引
き
上
げ
に
伴
い
手
数
料
の
額
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。【
原
案
可
決
】

議
案
第
７
号　

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
取
得
に

つ
い
て
、
19
年
４
か
月
が
経
過
し
老
朽
化
し
て
お

り
、
入
札
の
結
果
２
億
27
万
６
千
円
で
契
約
す
る

も
の
で
す
。【
原
案
可
決
】

議
案
第
８
号　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ

い
て
、
平
成
25
年
１
月
15
日
に
購
入
し
19
万
３
千

㎞
を
走
っ
て
著
し
く
老
朽
化
し
て
お
り
、
入
札
の

結
果
１
８
６
３
万
円
で
契
約
す
る
も
の
で
す
。【
原

案
可
決
】

同
意
第
１
号　

監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
小
野
澤

康
弘
議
員
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
程
追
加
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会
が
継
続
設
置
と
な
り
、
特
別

委
員
長
に
柿
田
有
一
議
員
、
副
委
員
長
に
小
峯
松

治
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
３
時
13
分
に

閉
会
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
地
）

　

令
和
元
年
８
月
９
日
（
金
）
吉
見
町
議
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議

会
定
例
会
の
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

管
理
者
の
行
政
報
告
で
本
年
３
月
26
日
に
建
設
予

定
地
の
都
市
計
画
変
更
決
定
が
告
示
さ
れ
、
同
日
環

境
影
響
評
価
の
公
告
・
縦
覧
も
行
わ
れ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
裁
判
関
係
で
は
４
月
24
日
付
け
で
新
た
に
、

行
政
文
書
非
公
開
処
分
取
り
消
し
請
求
事
件
が
提
訴

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
、
議
案
は
議
案
第
６
号
「
埼
玉
中
部

資
源
循
環
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」、
議
案
第
７
号
「
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」、議
案
第
８
号
「
平

成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」、
議

案
第
９
号
「
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
監
査
委
員
の

選
任
」
の
計
４
件
で
採
決
の
結
果
全
て
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
者
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
管
理
者
の
職
を

辞
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
午
前
11
時
58
分
に
閉

会
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
高
）

爲
水　

順
二

小
高　

春
雄

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

　

令
和
元
年
第
３
回
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
定
例
会
の
報
告
は
次
の
通
り
で
す
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
１
件
、
請

負
契
約
の
締
結
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正

予
算
１
件
、
決
算
議
案
５
件
で
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
、
議
案
20
号
、
東
松
山
斎
場
、

火
葬
炉
設
備
工
事
を
金
額
３
億
１
５
２
４
万
円

で
、
富
士
建
設
工
業
株
式
会
社
に
決
定
し
た
旨

の
件
、
議
案
30
号
、
平
成
30
年
度
斎
場
及
び
霊

柩
自
動
車
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
は
、

収
入
済
額
２
億
５
９
５
４
万
円
、
支
出
済
額
２

億
２
１
９
７
万
円
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、

分
担
金
及
び
負
担
金
７
２
０
０
万
円
使
用
料
及

び
手
数
料
６
７
１
０
万
円
、
前
年
度
繰
越
金
１

５
１
１
万
円
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
斎
場
管

理
費
２
億
１
７
８
１
万
円
、
斎
場
整
備
と
斎
場

施
設
整
備
基
金
で
す
。

　

議
案
31
号
は
、
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
、
議
案
32
号
は
公
平
委
員

会
特
別
会
計
で
あ
り
ま
し
た
。
富
永
監
査
委
員

よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
審
査
に
入
り

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
は
全
員
賛
成
を

も
っ
て
、
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
）

　

爲
水　

順
二

石
川　

征
郎

道
祖
土　

証

菊
地　

敏
昭

小
峯　

松
治
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福
崎
町
で
は
、
自
立
（
律
）
の
心
を
育

て
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
①
「
科
学
の
心
で
知
を
力
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
」、
②
「
も
て
な
し
の
心
で
共

に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」、
③
「
食
育
で
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
」、
④
「
地
産
地
消
で
活

力
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
４
本
の
柱

と
し
て
町
政
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
特
徴
的
な
施
策
と
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
「
自
立
（
律
）
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
治
会
が
取
り
組
む
「
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
活
動
」
に
助
成
す
る
も
の
で
、

よ
り
よ
い
集
落
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
町
内
33
自
治
会
の
う

ち
31
自
治
会
が
取
り
組
み
を
実
施
し
、
環

境
の
保
全
や
美
化
活
動
、
防
犯
・
防
災
活

動
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
の
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
３
年
間
で
地
域
の
人
で

し
か
発
見
で
き
な
い
よ
う
な
地
域
資
源
等

の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
話
し
合
い
を
依

頼
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
商
品
と
し
て
地
元

特
産
品
「
も
ち
麦
」
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
麦
は
、
も

ち
性
の
も
ち
も
ち
し
た
食
感
が
人
気
で
、

ま
た
食
物
繊
維
が
白
米
の
20
倍
以
上
、
β

グ
ル
カ
ン
を
多
く
含
み
、
糖
尿
病
予
防
、

コ
ル
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
減
、
便
秘
の
解
消

等
健
康
に
良
い
食
品
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
注
目
度
が
ア
ッ
プ
し
た
の
は
、

平
成
25
年
４
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
紹
介
さ

れ
て
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
で
は
、
も
ち
麦
茶
や
か
き
も
ち
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
多
数
の
商
品
が
６
次

産
業
化
に
よ
り
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
美
町
に
つ
い
て
で
す
が
、
町
名
の
「
稲

美
」
に
ふ
さ
わ
し
い
田
園
豊
か
な
町
で
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
「
万
葉

の
香
り
」
や
「
い
な
み
野
メ
ロ
ン
」、
「
い

な
み
ト
マ
ト
」
な
ど
町
内
の
優
良
な
農
作

物
や
加
工
品
を
「
稲
美
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
認
証
し
普
及
、
拡
大
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
見
町
で
は
、
地
域
や
ま
ち
を
元
気
に

す
る
自
発
的
な
活
動
に
取
り
組
む
住
民
団

体
等
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
公
益
的

な
事
業
で
、
一
団
体
に
つ
き
年
額
10
万
円

を
限
度
額
と
し
て
支
給
し
、
３
回
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
実
績
と
し
て
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
現
在
の
８
年
間
で
37
団

体
が
交
付
を
受
け
お
り
、
実
施
さ
れ
た
主

な
事
業
と
し
て
は
、
農
地
を
有
効
利
用
し

た
収
穫
祭
の
実
施
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
健

康
増
進
事
業
等
が
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
、
過
去
３
回
の
補
助
を
受

け
た
住
民
団
体
等
の
活
動
で
他
団
体
へ
の

波
及
効
果
や
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
な

ど
、
一
定
の
要
件
を
設
け
て
継
続
事
業
で

も
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
住
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　
委
員
長
　
小
峯
　
松
治

　

川
島
町
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
で
自
主
的
・

自
発
的
に
検
討
協
議
す
る
場
を
設
け

る
こ
と
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
や
協
調
性
が
醸
成
さ

れ
、
町
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
一
つ

の
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、

付
加
価
値
を
高
め
た
６
次
産
業
化
商

品
の
開
発
や
販
売
販
路
の
拡
大
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進

む
中
、
我
が
町
に
お
い
て
も
同
じ
状

況
に
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
自
立

し
た
町
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
今
回
、
川
島
町
と
同
規
模
の

福
崎
町
と
稲
美
町
を
調
査
し
て
き
ま

し
た
が
、
両
町
と
も
地
域
の
活
性
化

に
力
を
入
れ
、
地
域
が
元
気
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
町
が
活
性
化
さ
れ
る

と
の
思
い
で
し
た
。

・
住
民
協
働
で
つ
く
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て

・
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と
６
次
産
業
化
の

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
住
民
協
働
で
つ
く
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て

・
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と
６
次
産
業
化
の

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

住
民
協
働
で
つ
く
る
自
立
し
た
町
づ
く
り

に
つ
い
て

稲美町での研修

　
　
　
　

７
月
12
日
（
金
）
　

令
和
元
年
７
月
11
日
（
木
）
　

兵
庫
県

　

福
崎
町

兵
庫
県

　

稲
美
町
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小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

つ
く
ば
市
で
は
、
「
子
ど
も
の
教
育
の

連
続
性
の
保
証
」
を
実
現
す
る
べ
く
、

市
内
全
学
校
で
小
中
一
貫
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
市
で
は
小
中
一
貫
教
育
の

目
標
と
し
て
、
（
１
）
９
年
間
の
教
育
を

と
お
し
て
身
に
着
け
さ
せ
た
い
力
・
目

指
す
子
ど
も
像
の
共
有
化
・
系
統
化
（
２
）

教
育
指
導
の
連
続
性
、
持
続
性
に
よ
る

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育
の
推
進

（
３
）
９
か
年
を
見
と
お
し
た
弾
力
的
・

効
果
的
な
教
育
課
程
の
編
成
（
４
）
教

科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
小
学
校
第
５
・

６
学
年
へ
の
教
科
担
任
制
の
導
入
（
５
）

発
達
段
階
を
考
慮
し
た
弾
力
的
な
生
活

集
団
、
学
習
集
団
の
再
構
築
の
５
つ
の

目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
中

学
校
教
員
が
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

授
業
を
行
う
こ
と
で
、
小
学
校
で
も
専

門
的
な
授
業
が
受
け
ら
れ
る
「
中
学
校

教
員
に
よ
る
小
学
校
で
の
乗
り
入
れ
授

業
」
や
学
園
内
の
小
学
校
同
士
が
授
業
交

流
を
行
う
こ
と
で
、
学
習
内
容
を
共
有

化
す
る
「
小
・
小
交
流
授
業
」
、
実
技
を

と
も
な
う
授
業
に
お
い
て
、
中
学
生
が
小

学
生
へ
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
小

学
生
に
と
っ
て
は
技
術
の
向
上
、
中
学

生
に
と
っ
て
は
教
え
る
こ
と
で
技
術
を

定
着
さ
せ
る
「
小
・
中
交
流
授
業
」
や

テ
レ
ビ
会
議
を
使
っ
た
合
同
学
習
・
教

員
間
の
打
ち
合
わ
せ
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
あ
っ

た
指
導
と
教
科
専
門
性
を
生
か
し
た
個

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

豊
か
な
社
会
力
を
育
み
、
社
会
で
活
か

せ
る
知
力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

鹿
嶋
市
で
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
調
査

が
起
点
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

地
域
・
家
族
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
け

る
よ
う
に
、
平
成
13
年
度
に
茨
城
県
内

で
初
め
て
と
な
る
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

「
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
は
指

導
者
を
配
置
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場

所
を
提
供
す
る
「
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
や
初
心
者
か
ら
経
験
者
を
対
象
と

し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事
業
」
、
指
導
者

育
成
の
た
め
の
普
通
救
命
講
習
会
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
指
導
者
の
資
質
を
向

上
さ
せ
る
「
指
導
者
育
成
事
業
」
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
「
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
は
同
ク
ラ
ブ
の
柱
事
業
と
し
て

お
り
、
テ
ニ
ス
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
知
名
度
の
高
い
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
等
の
マ
イ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
支
援
学
級
の
子
ど
も
を
対

象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
個
々
に
あ
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
展
開
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
体
力
の
向
上
や
健
康
寿

命
が
延
伸
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　

委
員
長　

道
祖
土　

証

　

川
島
町
で
も
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に

よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
や

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
等
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
小
中
一
貫
教
育
は
大

変
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
、

早
期
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
こ
と
は
子
ど

も
の
ス
ポ
ー
ツ
の
選
択
制
を
広
げ
、

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
の
で
、
本
町
で
も
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
向
け

て
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
３
日
（
水
）
　

　
　
　
　

７
月
４
日
（
木
）
　

・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

文

教

厚

生

常

任

委

員

会

所
管
事
務
調
査

鹿嶋市での研修

茨
城
県

つ
く
ば
市

茨
城
県

　

鹿
島
市



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

自
然
災
害
は
「
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、

洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴
火
な

ど
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る

被
害
」
と
法
令
上
で
は
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
列
島
で
毎
年
の
よ
う
に
起

き
て
い
る
被
災
状
況
で
は
、
後
段
部
分

は
「
常
に
起
こ
り
得
る
自
然
現
象
に
よ

り
生
ず
る
被
害
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い

の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
江
戸
川
区
で
は
、
大
規

模
な
水
害
時
に
、
区
の
ほ
と
ん
ど
が
水

没
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
と
に
か
く

区
外
の
安
全
な
場
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
主
的
に
避
難
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
町
で
も
、
大
規
模
な
水
害
時
の
町

外
の
避
難
場
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
人

や
親
戚
宅
な
ど
も
含
め
、
考
え
る
時
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
）

表

紙

解

説

○お問い合わせ　議会事務局
TEL 049-299-1759（直通）／ FAX 049-297-9346
E-mail:gikai＠town.kawajima.saitama.jp 16川島町議会だより／№127 ／令和元年 10 月 25 日

月8

月9

月10

　

令
和
元
年
つ
ば
さ
南
小
学
校
区
及
び
つ

ば
さ
北
小
学
校
区
運
動
会
は
、
雨
の
心
配

を
よ
そ
に
全
種
目
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

校
庭
に
吊
る
さ
れ
た
て
る
て
る
坊
主
、

子
供
た
ち
の
思
い
が
通
じ
た
よ
う
で
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
つ
ば
さ
南
小
の
「
綱

引
き
」
と
つ
ば
さ
北
小
の
「
組
体
操
」
で

す
。
子
供
た
ち
は
一
生
懸
命
競
技
に
汗
を

流
し
、
対
抗
種
目
で
は
声
を
張
り
上
げ
て

の
応
援
合
戦
で
す
。
真
剣
な
表
情
に
感
動

し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
児

童
と
一
緒
に
川
島
郷
歌
等
を
踊
る
交
流
の

場
も
用
意
さ
れ
、
新
た
な
小
学
校
区
で
の

取
り
組
み
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
区
運
動
会
が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

（
写
真
／
小
学
校
提
供
・
文
章
／
粕
谷
）

議会日誌

議
会
報
編
集
委
員
会

議会全員協議会
議会全員協議会
安藤川・横塚川改修整備
促進の要望活動
議会運営委員会
議会全員協議会

川島町防災訓練
９月定例会
議会報編集委員会
伊草・つばさ北・つばさ南

議会報編集委員会
中山小学校運動会
議会全員協議会
議会報編集委員会
町民体育祭（中止）
埼玉県町村議会議員研修会

８日
２0日
２7日

２8日

1日
4日～１８日
　　１８日

　　　　　２１日

　　　
１日

　　　５日
１１日
　　　

　　１３日
１７日

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

爲　

水　

順　

二

 今年度より、町のホームページにて本会議の模様を録
画配信しております。パソコンだけでなく、スマート
フォンやタブレット端末でもご覧
いただけます。

川島町議会
インターネット録画配信のご案内

小学校運動会

（町のＨＰ又は右記のＱＲコードから→）

議会を傍聴しませんか
議案審議 一般質問

11
29

12
4 5～金 水 木

（予定） （予定）

12月定例会は11/29～ 12/６の予定です。




